
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































小栗の名が兼氏である × × ○ × ○ × ×
小栗は常陸国の生まれである △1 × × △1 × △1 ×
小栗は相模国を領地とした × △2 × × △2 × △2
小栗は賊徒に毒酒を飲まされた ○ × × △3 × △3 ×
毒によって小栗は病になった × △死 △死 △4 △5 △死 △4
餓鬼病という名称が記載 × △6 △6 ○ ○ × ○
照手が妾である × ○ × ○ ○ × ○
「熊野権現の霊夢を蒙る」記載 × △7 △7 △照 ○ × △7
「一引き引けば千僧供養」記載 × ○ ○ × ○ × ○
照手が熊野へ来る × × × ○ ○ × ○
一七日湯浴みをする × △8 △8 ○ ○ × △8
○の項目の数 1 1 2 4 7 0 4












○と△の項目の合計数 2 6 6 8 9 2 8
車塚の名称が記載されている × × × × × × × × ○ ○
小栗は乗って来た車を埋めた × △9 × △9 × × × △9 △9 ○
車峠の名称が記載されている × × × × ○ × × × × ○
温泉の効能が記されている × △10 × ○ ○ × △10 ○ ○ ×
力石についての記述がある × × × △11 × × × × × ○
まかずの稲についての記載 × × × × × × × × × ○
○の項目の数 0 0 0 1 2 0 0 1 1 5









○と△の項目の合計数 0 0 0 3 2 0 1 2 2 5
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?一
七
九
四
か
ら
一
八
三
九
）で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。『
車
塚
由
来
』
に
も
「
車
塚
」
と
い
う
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
車
塚
由
来
』
の
成
立
は
寛
政
六
年
以
降
に
な
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
章
『
車
塚
由
来
』
の
考
察
?一
）
『
車
塚
由
来
』
作
者
考
紀
州
研
所
蔵
の
も
の
に
は
欠
け
て
い
る
が
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
『
車
塚
由
来
』
の
奥
書
に
は
「
湯
本
屋
栄
七
」
な
る
作
成
者
と
思
し
き
人
物
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
車
塚
由
来
』
は
湯
の
峯
の
「
小
栗
判
官
史
跡
」
の
紹
介
に
特
化
し
た
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
湯
の
峯
の
温
泉
に
は
「
○
○
屋
」
と
い
う
名
の
温
泉
宿
が
多
い
こ
と
、『
車
街
道
』
で
湯
の
峯
温
泉
の
紹
介
を
す
る
「
葭
屋
安
左
衛
門
」
と
い
う
人
物
が
お
り
、
近
世
か
ら
温
泉
宿
が
「
○
○
屋
」
と
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
か
ら
、「
湯
本
屋
栄
七
」
は
か
つ
て
湯
の
峯
温
泉
に
あ
っ
た
温
泉
宿
の
主
人
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、「
湯
本
屋
栄
七
」
と
い
う
人
物
の
名
の
あ
る
資
料
は
『
車
塚
由
来
』
以
外
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
現
在
湯
の
峯
で
温
泉
宿
を
営
ん
で
い
る
安
井
理
夫
氏
に
お
尋
ね
し
た
所
、「
湯
本
屋
」と
い
う
名
の
温
泉
宿
は
聞
い
た
こ
と
が
無
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
安
井
氏
は
昭
和
初
期
に
湯
の
峯
で
生
ま
れ
育
ち
、
父
の
代
か
ら
湯
の
峯
に
伝
わ
る
小
栗
判
官
の
伝
承
に
つ
い
て
調
べ
、
当
時
ル
ー
ツ
の
分
か
ら
な
か
っ
た
湯
の
峯
の
小
栗
判
官
伝
承
を
、
全
国
的
に
有
名
な
小
栗
の
物
語
の
一
端
で
あ
る
こ
と
を
位
置
づ
け
し
た
方
で
あ
る
。
「
小
栗
判
官
史
跡
」
と
関
わ
り
の
深
い
『
車
塚
由
来
』
を
発
行
し
て
い
た
「
湯
本
屋
」
が
、
大
正
期
に
ま
だ
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば
、
小
栗
判
官
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
安
井
氏
の
父
が
知
っ
て
い
て
、
安
井
氏
に
伝
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。「
湯
本
屋
」は
遅
く
見
て
も
大
正
期
よ
り
以
前
に
存
在
し
た
温
泉
宿
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
と
こ
ろ
で
、「
湯
本
」
と
い
う
言
葉
は
『
実
記
』
と
『
車
街
道
』
の
中
で
出
て
く
る
言
葉
で
あ
る
。『
実
記
』
で
は
、
常
阿
上
人
が
湯
和歌山大学紀州経済史文化史研究所所蔵『車塚由来』解題
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の
峯
付
近
の
山
中
で
、
道
に
迷
っ
た
照
手
に
出
会
い
、
「
入
湯
の
人
々
に
て
ま
し
ま
さ
ば
、
先
こ
な
た
に
薬
王
山
東
光
寺
と
号
す
る
寺
あ
り
。
本
尊
は
薬
師
如
来
に
て
、
則
湯
の
泡
沫
を
用
ひ
て
作
り
立
た
る
御
仏
な
れ
ば
、
先
々
此
寺
へ
參
謁
あ
り
、
本
尊
に
祈
願
し
て
、
其
後
湯
も
と
に
至
ら
る
べ
し
。」と
、
湯
の
峰
の
案
内
ま
で
懇
に
教
へ
、
湯
本
を
指
し
て
ぞ
急
が
れ
け
る
。
と
い
う
行
動
を
し
て
お
り
、
東
光
寺
と
「
湯
本
」
は
別
の
場
所
で
あ
る
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、『
実
記
』
で
は
「
湯
本
」
に
胸
に
穴
の
開
い
た
金
仏
の
薬
師
が
あ
り
、
尊
像
の
下
か
ら
湯
が
出
て
い
る
と
し
て
い
る
。
金
仏
の
薬
師
は
現
在
東
光
寺
の
本
尊
と
な
っ
て
い
る
、
胸
に
穴
が
あ
っ
て
温
泉
成
分
が
付
着
し
て
い
る
薬
師
如
来
坐
像
の
こ
と
で
あ
ろ
?四
）
う
。
金
仏
の
薬
師
に
関
す
る
記
述
の
部
分
だ
け
見
る
と
、
東
光
寺
と
「
湯
本
」
は
同
一
の
場
所
と
捉
え
ら
れ
、
常
阿
上
人
の
発
言
と
は
位
置
関
係
が
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
車
街
道
』
で
は
「
神
と
い
ひ
仏
の
誓
ひ
、
本
宮
に
湧
出
る
湯
は
良
薬
も
、
及
ば
ぬ
人
の
病
を
治
す
。
湯
本
の
町
は
掛
作
り
、
宇
を
並
べ
て
賑
は
へ
り
。」
と
、
湯
の
峯
一
帯
の
温
泉
街
を
示
す
言
葉
と
し
て
「
湯
本
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
「
湯
本
」
と
い
う
言
葉
は
固
有
名
詞
で
は
な
く
、「
温
泉
の
湧
き
出
る
お
お
も
と
。
ま
た
、
温
泉
が
湧
き
出
る
土
地
、
温
泉
場
。
地
名
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。」
と
い
う
よ
う
な
意
味
を
持
つ
ご
く
一
般
的
な
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
上
、『
車
塚
由
来
』
作
成
の
上
で
参
考
に
し
た
可
能
性
の
あ
る
『
実
記
』、『
車
街
道
』
に
も
出
て
く
る
言
葉
で
も
あ
る
。「
湯
本
屋
栄
七
」
の
温
泉
宿
は
「
湯
本
」
の
言
葉
の
意
味
を
踏
ま
え
た
り
、『
実
記
』、『
車
街
道
』
を
参
考
に
し
た
り
し
て
名
付
け
ら
れ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
?二
）
『
車
塚
由
来
』
の
作
成
意
図
他
の
小
栗
判
官
の
物
語
に
見
ら
れ
な
い
『
車
塚
由
来
』
独
自
の
特
徴
と
し
て
、「
車
塚
」
に
関
す
る
あ
ら
ま
し
の
記
述
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
湯
浴
み
し
て
本
復
し
、
車
を
捨
て
帰
る
者
多
か
り
し
」
と
い
う
記
述
は
『
車
塚
由
来
』
で
初
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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『
車
塚
由
来
』
作
成
の
意
図
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
点
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
「
車
塚
」
に
つ
い
て
、「
後
の
世
ま
で
も
熊
野
権
現
の
御
利
生
、
温
泉
の
奇
特
を
知
ら
し
め
ん
が
た
め
な
り
」
と
作
成
の
意
図
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
も
の
の
本
文
末
に
あ
る
「
依
て
こ
の
塚
へ
詣
で
る
人
は
一
?千
カ
）□
代
足
の
患
い
す
る
事
な
し
」
と
「
車
塚
」
の
御
利
益
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
「
車
塚
由
来
」
は
、『
縁
起
集
』
と
い
う
合
冊
の
資
料
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
車
塚
由
来
』
は
縁
起
と
い
う
名
を
冠
し
て
は
い
な
い
が
、
性
質
的
に
は
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
縁
起
と
は
、
中
世
の
寺
社
に
お
い
て
そ
の
起
源
や
変
遷
と
共
に
、
そ
の
寺
社
が
霊
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
霊
験
譚
や
、
霊
験
譚
を
証
明
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
霊
跡
、
霊
宝
に
関
す
る
あ
ら
ま
し
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
近
世
に
入
る
と
交
通
網
が
発
展
し
た
こ
と
、
霊
場
信
仰
が
栄
え
た
こ
と
を
背
景
に
、
巡
礼
に
出
る
民
衆
が
増
え
た
。
寺
社
は
参
拝
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
、
秘
蔵
で
あ
っ
た
縁
起
を
簡
略
化
、
ま
た
は
新
た
に
霊
験
を
強
調
す
る
よ
う
な
話
を
作
成
し
て
略
縁
起
を
作
っ
て
民
衆
に
配
布
し
て
い
た
の
で
あ
?五
）
る
。
「
車
塚
」
は
寺
社
の
霊
跡
で
は
な
い
が
、
本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
「
熊
野
権
現
の
御
利
生
、
温
泉
の
奇
特
」
を
知
ら
し
め
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、寺
社
の
霊
跡
と
極
め
て
似
た
性
格
を
持
っ
た
史
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。中
世
に
神
明
巫
女
?熊
野
比
丘
尼
、
念
仏
比
丘
尼
）や
時
衆
?時
宗
）、
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
、
熊
野
の
温
泉
に
よ
る
小
栗
判
官
復
活
譚
を
証
明
す
る
史
跡
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
、
近
世
に
入
る
と
巡
礼
の
流
行
、
新
た
に
作
ら
れ
た
小
栗
判
官
の
物
語
の
流
行
を
背
景
に
、
湯
の
峯
を
訪
れ
る
人
を
増
や
す
た
め
の
名
所
と
し
て
、「
力
石
」、「
ま
か
ず
の
稲
」
と
と
も
に
『
名
所
図
会
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
史
跡
へ
と
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
車
塚
由
来
』
は
整
備
さ
れ
た
「
小
栗
判
官
史
跡
」
の
霊
験
と
、
世
に
知
ら
れ
た
小
栗
判
官
の
物
語
と
の
関
連
性
を
、
湯
の
峯
を
訪
れ
た
人
に
改
め
て
強
調
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、『
車
塚
由
来
』
作
成
者
「
湯
本
屋
栄
七
」
の
意
図
が
観
光
客
を
呼
ぶ
た
め
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、『
車
塚
由
来
』
和歌山大学紀州経済史文化史研究所所蔵『車塚由来』解題
－ 73－
自
体
は
中
世
に
熊
野
と
関
係
の
あ
る
宗
教
者
た
ち
が
、
小
栗
の
物
語
の
原
型
を
作
ら
な
け
れ
ば
成
立
し
得
な
か
っ
た
史
料
で
あ
る
。『
車
塚
由
来
』
は
作
成
さ
れ
た
年
代
も
作
成
者
に
つ
い
て
も
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
が
、
中
世
か
ら
の
熊
野
信
仰
の
延
長
線
上
に
成
り
立
っ
た
史
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
註?一
）湯
の
峯
周
辺
の
小
栗
判
官
史
跡
に
つ
い
て
は
、
本
宮
町
史
編
さ
ん
委
員
会『
本
宮
町
史
文
化
財
編
古
代
中
世
史
料
編
』?本
宮
町
、
二
〇
〇
二
年
）、
松
原
右
樹
『
松
原
右
樹
遺
稿
熊
野
の
神
々
の
風
景
』
?松
原
右
樹
遺
稿
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
）、
安
井
理
夫
『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
小
栗
判
官
物
語
』
?私
家
版
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。
?二
）「
安
田
家
寄
附
特
別
図
書
の
由
来
」（『
大
橋
図
書
館
四
十
年
史
』、
坪
谷
善
四
郎
、
博
文
堂
、
一
九
四
二
年
）
?三
）本
稿
で
別
稿
と
い
う
場
合
、
す
べ
て「
小
栗
判
官
伝
承
に
よ
る
史
跡
の
成
立
」?二
〇
一
五
年
度
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
日
本
史
ゼ
ミ
提
出
卒
業
論
文
）を
さ
す
。
?四
）『
本
宮
町
史
文
化
財
編
古
代
中
世
史
料
編
』
?本
宮
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
本
宮
町
、
二
〇
〇
二
年
）
?五
）「
略
縁
起
の
流
行
」
?『
絵
解
き
と
縁
起
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』、
久
野
俊
彦
、
森
話
社
、
二
〇
〇
九
年
）
－74－
